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本 勝 次
本稿は昭和56年度科学研究費補助金（海外学術調査）による下記研究の中間報告のひと
つである。
研究代表者：末尾至行（関西大学文学部教授）， 課題番号： 56041057, 研究課題：乾燥
アジアにおける水利用技術の発生・伝播・定着とその背景に関する地理学的研究。
現在のトルコ共和国では，水利事業局(DevletSu i~leri) の管理の下に，各地域の水利事業
がよく整備されていて，昭和56年の夏にわれわれが調査した内陸アナトリアのアンカラとコソ
ャ，カイセリの 3地区では，特にその整備の情況には目を見張るものがあった。ボンプによる
地下水のくみ上げ，導水溝の設置，水利事業局員による時間給水割り当て制度，大規模な貯水
ダムの建設など，そのいずれをとりあげてみても，驚嘆すぺきものが多くあった。
このような近代的な水利事業はともかくとして，筆者があらかじめ関心をいだいていたの
は， トルコ以外のイスラム教徒の国々に見ることができるような古いイスラム法にもとづく水
法が， トルコの現代社会でどのように生きているのかということであった。そのことを知るた
めには，大規模な近代的農耕地域よりも，むしろ小川の流水を利用して灌漑しているような，
小規模な耕地の農村を調査する必要があった。たまたまわれわれがカイセリに滞在していた
時，その地の水利事業局からエンデュルルク Endiirliikという村を紹介してもらった。
このエンデュルルク村は，カイセリの南約20キロメートルの距離のところで，エルジャス
Erciyas山の山施にあって， 2本の谷川の水を利用して果樹・野菜の栽培と，段丘や平地部で
の麦の栽培とを行なっている山村である。 1980年の国勢調査では，人口425人，戸数100ほど
の小じんまりした静かな農村であった。
われわれの聞き取り調査によれば，現在この2本の谷川のうち，チョルク｀ノ・スユ <;ortan
Suyuはこの村のみが単独で利用していて，バュル・スュ BayurSuyuしま隣村のクラナルドゥ
Kiranard1と共同で利用しているらしい。クラナルドゥ村というのは，人口 2444人で，人口
の上ではエンデュルルク村の約6倍も大きい村である。そして，ニンデュルルク村の村民の間
には，次のような話が伝わっていた。
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昔はこの小川は2つともニンデュルルク村に属する川であったが，今から 170年ほど前に，
エンデュルルク村の 1人の娘が隣のクラナルドゥ村の農家に嫁入りしたところ，この娘の懇願
から， 1週間のうち24時間分の流水がクラナルドゥ村に分配されるようになったという。とこ
ろが， 20世紀になってニンデュルルク村の人口が減少し，一方クラナルドゥ村の人口が増加し
たので，クラナルドゥ村の住民が1920年代の終りころに，この小川の用水配分の変更を求めて
カイセリの裁判所に訴え出た。そこでこの両村の間に水論が起こり，容易に決着をみなかった
が， 1962年になって， 1週間のうちニンデュルルク村に3日間の水が配分され，クラナルドゥ
村に4日間の水が配分されるようになったといわれている。そして現在では，火曜日の正午か
ら金曜日の正午までの 3日間は，ニンデュルルク村が水の配分を受け，金曜日の正午から次の
週の火曜日の正午までの 4日間は，クラナルドゥ村が水の配分を受けているのである。
筆者ほ村民からの聞き取り調査の間，この両村の用水配分について何か古い書き付けのよう
なものが残っていないか注意していたが，村民の間にはそれらしいものが残っている気配すら
なかった。しかし，たまたま村長が事務所に古い書き付けがあると言い出したので，早速その
書き付けを見せてもらった。事務所の古い書類整理戸棚の奥から取り出してきたのは，アラビ
ア文字で書かれたオスマン時代のトルコ語文書で，全部で8通あった。そこで村長の許可を得
て写真を取らせてもらったが，村民の中にはこの種の文書を読める人は誰れもいないし，筆者
もトルコ語そのものに慣れているわけではなかったので，後日この文書を検討することにし
て，エンデュルルク村の調査はひとまず終えることにした。
ニンデュルルク村の古文書8通ほ，現在のところすべてを解読していないが，その日付から
して，それぞれ何らかの関連を持つものであるらしい（参照：拙稿「エソデュルルック村の水争い
関係文書」『関西大学東西学術研究所々報第35号』昭和!57年3月10日）。しかし今回は，筆者が比較的
読み慣れているナスヒ一体のアラビア文字の 1文書を取り上げて報告することにした。なお，
このオスマン・トルコ語文書の解読にあたっては，筆者がイスクンプールに滞在中，イスク｀ノ
プール大学のオスマン・トルコ史専攻のペキル・キュテュコウル BekirKiitiikoglu教授と，
ムバハト・キュテュコウル MubahatKiitiikoglu教授御夫妻の指導を受け，帰国後に，東京外
国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所の永田雄三教授および大阪外国語大学非常勤講師の
勝田 茂氏から助言を得たことを付言し，ここにあらためて感謝の意を表する次第である。ま
た，この文書の日本語訳およびアラビア文字の活字転写において，思わぬ間違いを犯している
かも知れないが，これらはすべて筆者自身の責任であることを断わっておく。
そこで，今回筆者が紹介する古文書は，本稿の冒頭に載せておいた写真でもわかるように，
比較的判読しやすいアラビア文字で書かれたものである。ただ，長期間，畳んだままで保存さ
れていたらしく，折り目にあたる箇所は，写真では写りにくかったが，出来うるかぎり忠実に
活字に転写していった。どうしても判読できなかった語句は（？）の記号で残した。また明ら
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かに何かの語句が欠如していると思われる箇所は，筆者が推定した語句を〔 〕で囲んでおい
た。
さらに，日本語訳文とアラビア文字の活字転写文とローマ字転写文との 3文を対照しやすい
ように，それぞれの欄外にアラビア数字を（ ）で囲んで，本古文書の行数を示した。
最後に，このような解読作業の過程の中で，若干の問題点が出てきたが，現在のところ未解
決のまま，それを提起するだけにとどまっている。諸賢の教示を乞う。
1. さてこの文書は，イスラム暦1264年の第6月 (jumade'l-akhira)18日に， カイセリの
イスラム法廷における水争い裁判の経過と決着を，オスマン・トルコの中央政府に報告し，
スルクンの裁可を願い出たものである。この文書の作製者は，リュトフッラフ・ラシード
Li.itfullah Reiiid という名のカイセリ市の代理判事 (el-mevlahilafaten bi-medinet kayse-
riyye)である（本文書紗行目より以降参照）。 mevlaという称号は， オスマ｀ノ・トルコ時代に，
判事あるいは法官 (kazi)をはじめとして，その他の下級判事につけられる称号で (H.A. R. 
Gibb & Harold Bowen: Islamic Society and the West, London, 1957, Volume one, 
Islamic Society in the Eighteenth Century, part I p. 86 ~ n. 4), hilafatenは「代理と
して」の意味で，ともにアラビア語からの借用語である。 al-mevlahilafatenという表現ほ，
オスマン・トルコ時代のアラビア語で書かれた裁判所記録の中にも見い出すことが出来るが，
英語では deputyjudgeと訳されている (Ebied,R. Y. & Young, N. J. K. : Some Arabic 
Legal Documents of the Ottoman Period, Leiden, 1976)。ちなみにこの文書の日付を西暦
に換算し直すと， 1848年5月24日になるはずである。
2. この裁判の原告はエンデュルルク村の住民で，その相手方は隣村のクラナルドゥの住民
である。原告の言い分は，「1週間のうちで6日間が用水配分の取り分であり，クラナルドゥ村
の取り分は， 1週間のうち 1日だけである」というもので，イスラム暦1079年（西暦1668年），
1113年（西暦1701年）， 1176年（西暦1762年）， 1258年（西暦1842年）の4回にわたって，この
文書の作製以前にも同じ水争い裁判が開かれ，それぞれの裁判においてイスラム法の証拠文書
とスルクンの勅令とがその都度交付されていると言っている。それにもかかわらず，クラナル
ドゥ村の住民が用水配分について何かと不平を申し立てるのは，まさに違法というべきである
と主張するのである（本文書(9泊目～⑲行目）。
3. 相手方のクラナルドゥ村の住民もこの裁判で反論している。「用水配分については，こ
の流水を共有しようという話し合いのもとにお互いが交代で使ってきた。 1週間のうち 3日を
使うことが話し合いできまっているのに，ニンデュルルクの住民は何時のまにかその取り決め
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を破ったではないか。われわれは 3日間の用水配分を主張しているのである」 （本文書⑳行目～
箇行目）と言う。
どうやら，法的な建て前では6日と 1日の用水配分であったが，実際には両村の住民の間
で， 1週間のうちの 1日は別にしても， 3日と 3日の用水配分を話し合いで決めていたらしい。
ところが年月の経過につれ，実際の用水配分のことで何かのいさかいが起こると，エンデュル
ルク村の持っている過去4回の裁判におけるイスラム法の証拠文書とスルクンの勅令を切り札
にした建て前論が通って，原告エンデュルルク村の勝訴となるのが常であったようである。
イスラム法の証拠文書とは具体的にどのような内容なのか。このことについては，この文書
からは明らかではないが，その 3行目に「水争いでは旧慣行を尊重することが建て前であっ
た。……」とあるところから見ても，古い用水配分を変更することは禁止されていたらしい。
この文書の約30年後に制定されたオスマン・トルコの『Majella法典』で，その1269条によっ
て古い用水配分の変更が禁止されているのも，このような慣行が生かされているようである。
なお，今後の調査・検討を要する問題である。
4. ところが，この文書から非常に興味ある事実が推測できる。ニンデュルルク村の代表と
して17名の人々が裁判に出席しているが．その名前からしてすぺてイスラム教徒でないことが
わかる。これに反してクラナルドゥ村の代表19名はすべてイスラム教徒名を持っている。エン
デュルルク村はおそらくアルメニア系のキリスト教徒の村に違いない。カイセリ周辺は歴史的
にアルメニア系キリスト教徒の勢力が強い地域であったと聞く。筆者がニンデュルルク村を訪
れた時．現在でも大きなアルメニア・キリスト教会の廃墟が残っていて，崩れかかった天井
に，聖者の壁画が薄く見える箇所もあった。アルメニア・キリスト教徒の移住後，エンデュル
ルク村もイスラム教徒によって住まれ．その姿を変えたものと思われる。
そうすれば，この裁判で原告の村がキリスト教徒の村であり，裁判で敗れた形となっている
クラナルドゥ村はイスラム教徒の村ということになる。
そこでこの裁判の決着としてはクラナルドゥ村のイスラム教徒に対して，ニンデュルルク
村のキリスト教徒の言い分を受け入れ，いさかいを起こさないよう命令し，スルタンからもそ
のよう警告する勅令を発布してもらうよう，カイセリの代理判事が請願していることになる。
クラナルドゥ村の住民の反論に対しては，あまりそれを繰り返せば，結局過去のイスラム法の
証拠文書とスルクンの勅令とに反することになるという点から，スルクン政府がイスラム教徒
側に決定に従うよう要請しているのである。両村の住民の間では．実際上話し合いで流水を共
有していたとしても，また，その話し合いによる取り決めをニンデュルルク村のキリスト教徒
が破ったとしても，公に裁判すれば，過去の裁判における証拠文書に加えて，スルクンからの
勅令がある以上．イスラム教徒側に味方するわけにはいかなかったはずである。
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5. さてこの文書は，オスマソ・トルコ時代に村と村との水争いが起ったことを示す興味あ
る史料である。ニンデュルルク村で言い伝えられていた6日と 1日という用水配分の古い慣習
も．この文書によって立証されるが．同時に村民の間で知られていたよりもしまるかに古い時代
から，この配分方法が行なわれていたことも明白となった。
そのことだけにとどまらず．この文書はオスマン・トルコ時代の裁判のやり方を具体的に示
してくれる重要なものといえる。ただ，この裁判に中央政府からスルクンの代理として政府高
官が派遣されて立ち合っているのは．この時代における地方での裁判には何時もスルクンの代
理が派遣されるのか，あるいはそれがイスラム教徒とキリスト教徒の間の裁判であったからな
のか，さらに検討しなければならない。またこの文書の11行目と12行目に出てくる「イスラム
法裁判官」 (hakimal-shar')が，いわゆるイスラム教徒社会での「裁判官」 (kazi)と同一の称
号なのか，そのほか，多くの不明な問題がこの文書に含まれている。今後さらに検討を加え，
解明したいと思っている。
?（文書史料〕
尊厳なる政府に，誠に賤しい請願人 (da'i)の奏上は〔以下の如し〕。
(1) 
カイセリ郡 (Kayseriyyekaza)にあるエシク＝ユズの耕地 (E§ik-oziimezra'a)といくつか
の土地からわき出て集まってくる流水から，旧来，金曜日の午後の礼拝時('asr)から木曜日の
午後の礼拝時までの 6昼夜を，上記の郡に属するエンデュルルク村 (Endiirliikkarye)の住民
(2) 
が，また木躍日の午後の礼拝時から金曜日の午後の礼拝時までの 1昼夜24時間を，その近くに
あるクラナルドゥ村 (K1ranard1karye)の住民が，それぞれのプドウ畑と果樹園と畑地に交
替で灌漑し，利用してきた。ところが，クラナルドゥ村の住民は旧来の交替に満足せず，昔に
(3) 
さからって干渉し続けた。しかし，水争いでは旧慣行を尊重することが建て前であった。そこ
で，たとえその水がさきにどんな場所から流されていたとしても，またどんな方法で交替して
流されていたとしても，確認の後，再び旧来通りの場所から，また旧来の方法によって流さ
ねばならない。そのようなやり方で，争いのきずなを断ち切るために，ポズク・サンジャク
(4) 
(Bozok Sancak)の軍政官（＝知事） (mutasarnf)である sa'adetlaHilmi Pa§a閣下とカイ
セリの郡長 (kaimmakam)である AhmedBey閣下その他の人宛ての栄誉ある一葉のフェル
マーン (Ferman)が一一〔スルクンから〕発行され命令され，全世界がひれ伏すもの一ー〔ス
ルクンの〕代理人であり， 中央官庁の高官 (HaceganDivan mu'alla-erkan)であり，御前
会議記録所 (DivanHumayun Kalemi)の書記官である fitivetliLebiba Efendi閣下の手
(5) 
によって，まず上記の郡議会において開かれているイスラム法廷 (meclis§er'a) に到着し，
上記の両村の住民のなかから出席しなければならないイスラム教徒とキリスト教徒(re'aya)自
身に，群衆の面前で読みあげられた後，崇高なる〔スルクンの〕意図を 1語1語理解させ，そ
して服従の儀式を行なった。
(6) 
そのあとで，前述のニンデュルルク村の住民のなかから， Karh-ogluKostanti と， ~at1rh-
oglu Yordamと， Kosti-ogluAndonと， Ke§i§・ogluYaniと， Diilbendci-ogluYuvanと，
Yagci-oglu Pavliと， <;orek<;i-ogluBedosと， Yogurt-oglu lyanと， Zaharia-ogluMarat 
(7) 
と， Salaman-ogluTodoriと， Kuzuca-ogluKaramanと， Karaman-ogluBedosと， Kostend-
oglu Anastasと， Yordamと， Tantakar-ogluYuvanと， Cayum-ogluYasefと， GiilabI-
oglu Istavriの〔17名〕が，また上記のクラナルドゥ村の住民のなかから Hac1Omer-oglu 
Hac1 Omerと， MuhtarHalil bin Ibrahimと， Keyvan-ogluOsmanと， Hac1-ogluHac1 
(8) 
Ahmedと， Furuncu-ogluAliと， Helvac1-ogluMehmedと， OsmanEfendi ibn Mehmed 
Yiizba§l Mehmed b. Hac1 Omerと， Sancakdar-ogluMustafa b. Hasanと， Kabak-oglu
Mustafaと， KocaAhmedと， Furuncu-oglu伽 erと， Musab. Feyzurahと， Berber
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Seyyid Mehmedと， Kakurli-ogluMusaと， KukSiileyman Bekar Mehmedと， Alib. 
(9) 
Ebubekirと， Egri-ogluMehmedと， KaraMusaの〔19名〕が，上記の法廷に出席して，
前述の〔フェルマーンを〕持参した〔Lebib記 Efendi臨席のもとに，双方が〔次のように〕供
述したのである。
「1週間のうち，金曜日の午後の礼拝時から木曜日の午後の礼拝時までの 6昼夜が旧来われ
われの村エンデュルルクの順番となり，木曜日の午後の礼拝時から金曜日の午後の礼拝時まで
囮
の1昼夜24時間がクラナルドゥ村の順番となり，この方法で上記両村のプドウ畑と果樹園と畑
地の灌漑を行なってきた。このことに関しては，われわれの手もとに違った日付でしるされた
崇高なる勅令と，イスラム法の証拠文書さえ存在する。しかし，それにもかかわらず，前述の
(l) 
クラナルドゥ村の人々は，前述の流水に関して上記の順番に同意せず，旧習を侵犯したので
ある。
過去においても，クラナルドゥの人々がこのような争いをひき起こした時，すなわち1079年
には上記の郡のイスラム法裁判官(hakimal-shar') であった ~a'ban Efendiが，またその後の
囮
1113年においても当時の裁判官であった EsseyyidHalil Efendiが，またその後の1176年に
おけるイスラム法裁判官であった MehmedRefi'Efendiが，それぞれ任期中の政府からの
崇高なる勅令を携えて，争い中の土地に出向いて来た。そしてクラナルドゥの人々と一緒に，
似3)
われわれの村エンデュルルクの人々は，前述のそれぞれの裁判官の臨席のもとに，イスラム法
廷での供述を行なったのである。その時，旧来， 1週間のうち，明記されているように， 6昼
夜がわれわれの村であるニンデュルルクの順番であったことがイスラム法によって公示され
(14) 
た。そして確認ののち，クラナルドゥ村の住民は，上記のような 1昼夜24時間の順番に満足
し，われわれの順番に干渉して妨害することが禁じられたのである。そのあとで，上記の日付
が明記され，上記の裁判官たちが署名捺印したイスラムの証拠文書が，われわれの祖先と祖父
(Is) 
と父たちの手もとに手渡され，そのような方法によって前述の流水が交代で利用されてきたの
である。
さらに1258年においても，上記の郡のイスラム法裁判官であった C:avu§ZadeMehmed 
佃
Aziz Efendiが再び前述の件の決着のため，クラナルドゥ村の住民と，われわれの村であるエ
ンデュルルクの住民とを裁判にかけた後に，上記のように， 1週間のうち 6昼夜がわれわれの
村であるニンデュルルクの古い順番であることが法定資格のある証人たち (§iihududul) に
よりイスラム法にのっとって明確にされた。そしてクラナルドゥ村の住民については，以前に
卯7)
あったと同じように，イスラム法に反して争うことが禁じられたことを明らかにする〔2つの
文書，すなわち〕イスラム法の側から出された判決文と，上記の郡議会から手渡された公式報
告書とが，すでに高い玉座〔スルクソ〕のもとに提出されており，それらに応じて崇高なる栄
誉ある〔スルクンの〕勅令も下されている。それにもかかわらず，クラナルドゥの住民は，ゎ
8 
(1~ 
れわれの旧順番である上記の日数に対して，イスラム法に反し，また崇高なる勅答にさからっ
て，現在起こしている干渉をやめることなく執ように繰り返している。そこで，われわれの手
もとにある勅令とイスラム法の証拠文書をよく検討したあとで，旧来通りそれぞれの村の順番
(19) 
に同意・満足して，両者のうち一方が他方の古い順番に干渉し妨害することを禁止するのが，
われわれの願うところなのである」
と言って，〔スルタ‘ノの〕崇高なる意図が説明されている言明に合致した崇高なる勅令と，訴
えの内容に合致したイスラム法の証拠文書とを提出したのである。
そこで，供述と尋問の後，上記クラナルドゥ村の住民のなかから上記の人々が答えて次のよ
うに言った。
(2o) 
「その背，われわれの先祖，祖父，父が，先の人も後の人も，イスラム法に訴えて，上記の
細
流水が旧来1週間のうち前述のように6昼夜が上記原告の村であるニンデュルルクの順番で，
ただの24時間だけがわれわれの村クラナルドゥのものであることがイスラム法によって確認さ
れ，その方法で交替にわれわれのブドウ畑と果樹園と畑地を灌漑し利用するようイスラム法の
判決が下されたなどということは，われわれの関知するところではない。
僻
また， 1258年に上記の MehmedAziz Efendiの臨席の下にイスラム法廷が開かれたが，上
記のように確認しつつ，彼ら〔エンデュルルク〕の古い順番である 1週のうち24時間を除く
⑳ 
〔6日〕間の流水に対して干渉し防害することが禁じられたのを無視し，［実際には〕村々に属
する流水ほ，上述の両村の共同利用するところであり，週の 4日のうち 3日がわれわれの村ク
似）
ラナルドゥに，その 1日が上述の原告人たちの村ニンデュルルクに，それぞれ流されていた。
しかし，ただある時期以降，ニンデュルルクの住民がわれわれの承諾と順番を考慮しないで，
われわれ自身の順番から決められた日を無視してしまった。このために，われわれ両者の間に
は争いなど〔元来〕存在しなかったにもかかわらず，われわれの所有しているブドウ畑と果樹
僻
園と畑地を灌漑するのに，上述の決められた期間の水では不十分であったので，週4日のうち
1日を除いたわれわれのものである古い順番の 3日に対して，われわれは干渉しているのであ
る」
と 。伽）
彼ら〔クラナルドゥの住民〕が否定する形で述べたこのような言葉は，上述の原告〔ニンデ
ュルルクの人々〕の手に保管されていた， つまり彼ら 〔エンデュルルクの人々〕が提示した
イスラム法の証拠文書や崇高なる勅令に反する不当な干渉を執ように繰り返していることにな
る。したがって，彼らの主張に耳を貸すことなく，前述の原告たちの証明と訴え，すなわち，
釦
「従来，例の流水は 1週間のうち金曜日の午後の礼拝時から木濯日の午後の礼拝時までの 6
昼夜を例のニンデュルルク村の住民が，また木曜日の午後の礼拝時から金曜日の午後の礼拝時
飯
までの 1昼夜24時間をクラナルドゥ村の住民が，それぞれ交替してプドウ畑や果樹園や畑地に
オスマン・トルコ時代の水争いに関する一文書について
?
灌漑し続けてきたことが，また1258年に前述の MehmedAziz Efendiの臨席の下に，前述
伽）
の両村の人々がイスラム法廷に訴えて，従来，例の流水は前述のように 6昼夜がニンデュルル
ク村の順番であることが，上記の水を利用していない，しかもその名が登録されていて，その
主張の信頼しうるイスラム教徒たちの証言でもって，イスラム法にのっとって確認された。そ
(30) 
れに応じて，上記の原告たちの〔言い分である〕例の水からの前述のような古い順番に対して，
イスラム法に従わずに干渉・妨害することのないよう，前述の MehmedAziz Efendiがクラ
ナルドゥ村の住民たちに警告した後で，そのような形でクラナルドゥ村の住民が争いを起こす
ことは禁止されていた」
(31) 
という訴えを，資格確認の後，証言が許された El-haccMehmed Aga ibn Ahmed Agaと，
Ktilahc1-oglu Es-Seyyid Osman Efendi ibn El-hacc Mehmed と， Tatar Agas1-oglu 
Mehmed Emin ibn Mehmedと， El-haccMehmed Aga ibn Salih Agaの証言でもって，
イスラム法にのっとって確認した。
. e,) 
その後で，クラナルドゥ村の住民のなかから，上記の El-hacc Omerと， AliAgaと，
Seyyid Musaの各人がそれぞれ上記の原告たちの訴えを任意に確認した。
そこで，クラナルドゥ村の住民が自分の順番に満足せずに，また旧慣行と上記の多くの判決
僻
文に反して，さきのように，ニンデュルルク村の住民の順番に干渉したことは，イスラム法に
よって明白となり，またそれが事実であると証明された。よって，彼らの証言にもとづいて，
ニンデュルルク村の住民の流水が旧来の 6昼夜の順番であることに関して，イスラム法に従わ
糾
ずに干渉し，妨害することのないよう，前述のクラナルドゥ村の住民たちに対して，さきの判
決にもとづいて警告していただき度い。以上が事の実状であり，何はさておき，〔スルタンの〕
高き玉座のもとにこれを提示し，その詳細を報告する次第である。
残された命令は，すべての命令が属している御方にある〔＝以上御裁可を仰ぎます〕。
1264年， cumade'l-ahire(第6月） 18日記，オスマン帝国に属する下僕なる請願人 Li.itfullah
Re~id, カイセリ市の代理判事 (el-mevlahil且fatenbi-medinet Kayseriyye) 
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Der-i devlet-mekine, arz-1 d註 ikemineleridir ki, 
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(1) Kayseriyye kazasinda E~ik-ozii mezra'asi ve ba'z1 mevazi'den~1kup miictemi'olan 
ma'-i cariden mine'l-kadim yevm-i cum'anm'asrmdan pen~§enbih giinii'asrma degin 
alt1 giin gecesiyle kaza-i mezkura ta.bi'Endiirliik karyesi aha.Hsi ve pen~~enbih giinii 
'asrmdan yevm-i cum'anm 
(2)'asrma degin bir giin gecesiyle 24 s罪 tcivarlarmda vaki'K1ranard1 karyesi ahalisi 
b唾 vebag~e ve tarlalanm miinavebeten saky ve intifa'edegeliirler iken K1ranard1 
karyesi aha.Hsi kadimi nevbetlerine'adem-i kana'at birle, kadime mugayir miidahaleden 
(3) ha.Ii olmad1klarma mebni ve su niza'inda itibar kadime oldugundan ol su kadimden 
ne mahalden ve ne vechile miinavebeten cari olagelmi§ise ba'de's-siibut yine kadimi 
iizere olmahalden ve olvechile icra ile kat'-1 ri§te-i miinaza'a olunmak babinda Bozok 
sancag1 mutasarnfi 
(4) sa項detluHilmi Pa§a ve Kayseriyye kaimmakam1 Ahmed Bey bendelerine ve sa'ire 
hitaben§eref-riz-i sahife-i sudur buyurulan ferm紐 1cih紐 muta'miib函iriHaceg紐 1
Diva正 1mu'allふerkandanve Divan-1 Humayun kalemi ketebesinden fitivetli Lebiba 
Efendi bendeleri miib函eretiyle
(5) kazay-1 mezkur meclisinde ma'kud meclis-i§er'a lede es'adii'l-viirud karyeteyn-i 
mezkureteynin ahalisinden huzuru laz1m gelen miislim ve re'aya cemm-i gafir muvacehe-
sinde ba'de'l-kir印e me'al-i alisi harf-be-harf kendiileriine tefhim birle merasim-i 
miitava'ati g1bbe'l-eda, salifii'z-zikr 
(6) Endiirliik karyesi ahalisinden Karh-oglu Kostanti ve§atirh-oglu Yordam ve Kosti-oglu 
Andon ve Ke§i§-oglu Yani ve Diilbendci-oglu Yuvan ve Yagc1-oglu Pavli ve <;orek~i-
oglu Bedos ve Yogurt-oglu lyan ve Zaharia-oglu Marat ve Salaman-oglu Todori ve 
Kuzuca-oglu Karaman 
(7) ve Karaman-oglu Bedos ve Kostend-oglu Anastas ve Yordam ve Tantakar-oglu Yuvan 
ve Cayum-oglu Yasef ve Giilabi-oglu Istavri meclis-i ma'kud-1 mezkurda, mezkur K1ran-
ard1 karyesi ahalisinden Hac1 Omer-oglu Haci Omer ve Muhtar Halil bin Ibrahim ve 
Keyvan-oglu Osman ve Hac1-oglu Hac1 Ahmed 
(8) ve Furuncu-oglu Ali ve Helvac1-oglu Mehmed ve Osman Efendi ibn Mehmed ve 
Yiizba§l Mehmed b. Hac1 Omer ve Sancakdar-oglu Mustafa b. Hasan ve Kabak-oglu 
Mustafa ve Koca Ahmed ve Furuncu-oglu Omer ve Musa b. Feyzurah ve Berber 
Seyyid Mehmed ve Kakurli-oglu Musa ve Kuk Siileyman Bekar Mehmed ve Ali b. 
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Ebubekir ve Egri-oglu Mehmed ve Kara Musa 
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(9) mahzarlarmda miiballiri Efendi-i muma-ileyh hazir oldugu ha.Ide terafu'lannda 
"eyyam-1 usbu'un yevm-i cum'amn'asrmdan pen<;~enbih giinii'asnna degin 6 giin gecesiyle 
mine'l-kadim karyemiz Endiirliik'in nevbeti olup ve yevm-i pen~~enbihin'asrmdan 
cum'a giinil'asrma degin bir giln gecesiyle 
0. 24 sa'at K1ranard1 karyesinin nevbetleri olup bu vechile karyeteyn-i merkumeteynin bag 
ve ba和eve arazileri saky olageldigine yedimizde tevarih-i muhtelife ile muverreha 
evamir-i ulya ve hucec-i~er'iyyelerimiz dahi var iken, mezkur Kiranard1 karyesi ahalileri 
ma-1 can-1 
0.D mezkurdan, anifii'l-beyan nevbetlerine kana'at etmeyiip kadime mugayir ta'arruz 
etmeleriyle, hatta eslafda Kiranard1 ahalileri bu niza'i etdikde 1079 tarihinde kaz紅1
mezkurda hakimu•~-~er'bulunan~a'ban Efendi ve ba'dehu 1113 tarihinde dahi hakimii' 
1-vakt 
⑫ bulunan Esseyyid Halil Efendi, ba'dehu 1176 tarihinde dahi hakimu•~-~er'bulunan 
Mehmed Refi'Efendi'den her biri zem証 1hiikumetlerinde bふevamir-iulya mahall-i 
niza'm Uzerine c;1kup K1ranard1 ahalisiyle bizim karyemiz olan End虹likahalileri 
hiikkam-1 
四 muma-ileyhimhuzurlannda terafu'-1~er'olduklarmda kadimden eyyam-1 iisbu'un 
vech-i muharrer iizere alt1 giin gecesiyle karyemiz olan Endiirliik'in nevbeti oldugu her-
vech-i~er'i tevatiiren ba'de's-siibut, K1ranard1 karyesi ahalileri ber-minval-i mezkur bir 
giin gecesiyle 
0.4) 24 sa'at kadimi nevbetlerine kana'at ediip, bizim nevbetimize miidahale ve ta'arruzdan 
ba'de'l-men'ol vechile tevarih-i mezkure ile muverreha ve hiikkam-1 muma-ileyhimin 
hatm ve imzalariyle mahtum ve miimza, ecdad ve dedelerimiz ve babalanm1zm yedlerine 
hucec-i§er'iyye i'ta 
⑮ olunup bu vech iizere ma'-i cari-i mezkura miinavebeten intifa'olageliirken 1258 
tarihinde dahi kaza'-i mezburda hakimii'!ner'bulunan {;aVU§Zade Mehmed Aziz Efendi, 
yine husus-1 mezkuru fasl ve hasm ic;in K1ranard1 karyesi ahalisiyle 
Q6'bizim karyemiz olan End虹lukahalisini lede't-terafu', eyyam-1 iisbu'un ber-minval-i 
muharrer 6 g血 gecesiylebizim karyemiz olan Endiirliik'iin kadimi nevbeti oldu釦
§iihud-1 udulle, vech-i§er'i Uzre sabit olmagin, K1ranard1 karyesi ahalisi, kema fi's-
sabik bi-vech-i§er'i 
0.1) mu'arazadan men'olundugunu nattk canib-i§er'den verilen i'lam ve kaza'-i mezkil.r 
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meclisinden verilmi~olan mazbata bundan akdem paye-i serir-i a'la.ya takdim ve 
muciblerince emr-i ali iseref-sudur buyrulmu~iken, Kiranard1 aha.Hsi, kadimi nevbetimiz 
olan 
⑱ salifii'l-beyan eyyama hilaf-1~er've mugayir-i irade-i seniyye, miidahale-i 
vaki'alarmdan vaz ge<_.meyilp musirrlar olmalariyle, yedimizde olan evamir-i ulya ve 
hucec-i~er'iyyelerimize ba'de'n-nazar, kadimi ilzre, her bir karye nevbetlerine kana'at 
ve r紐iolup ahaduhiima a.harm 
四 kadiminevbetine miidahale ve ta'arruzdan men'olunmak murad1m1zd1r" deyil me'a.1-i 
alileri takrir-i meeruhalarma muvafik evamir-i ulya ve mazmunlan miidde名ilarma
mut枷 khucec-i~er'iyye ibraziyle ba'de'd-da'va ve'l-istintak mezkur Kiranard1 karyesi 
ahalisinden merkumun cevablarmda 
⑳ "Eslafda, ecdad ve dedelerimiz ve babalanm1zm mukaddem ve mu'ahhar, ber-vech-i 
meeruh terafu'-1~er'olup m釘iC証 imezkur mine'l-kadim eyyam-1 iisbu'un salifii'z-zikr 
6 g血 igecesiyle miidde'iyyun-1 mesfurunun karyeleri olan Endiirliik'in nevbeti oldu恥
(21) ve fakat 24 sa'at1 mezkur karyemiz K1ranard1'nm oldugu inde'~-~er'sabit olup ol vechile 
milnavebeten bag ve bag<;e ve tarlalanm1z1 saky ve intifa'a hiikm-i~er'i lah1k oldugu 
ma'lumumuz olmayup, 1258 tarihinde 
四 mum詞 eyhMehmed Aziz Efendi huzurunde dahi terafu'-i~er'olup, minva.1-i 
muharrer izre sabit olarak, ancak kadimi nevbetleri olan haftada 24 sa'atden ma'adada 
ma'-i cari-i mezkura miidahale ve ta'arruzdan men'olduklanm inkar, 
(23) 〔karye〕lerine mukarin m企icari-i mezkur, karyeteyn-i merkumeteyn beynlerinde 
milisterek olup, (?) haftanm 4 gilniinden 3 gilnil bizim karyemiz olan Kiranard1'na 
ve bir gilnil miidde'iyyun-i mersumunun karyeleri olan Endiirliik'e cerey紐
(24) etmekde ise de, ancak bir miiddetden beril End虹likaha.Hsi, nzam1z ile milnavebe-
mize bakmayarak arahk kendii nevbetlerimizden ma'lumii'l-eyyamm1 terk ediip bu 
vechile beynimizde niza'yogidiyse de malik ve mutasarnf olduklanm1z bag ve 
bag<;e 
(25) ve tarlalanm1z1 saky etmesine miiddet-i ma'lume-i mezkure sularm cereyam vefa 
etmed逗indenhaftada 4 gilniln bir gilniinden m街adasibizim olup kadim nevbetlerimiz 
olan 3 gilne miidahale ederiz" deyu suret-i def'ide irad eyledikleri kelamlan 
⑳ miidde'iyyun-1 mesfurunun yedlerinde olup ibraz eyledikleri hucec-i iser'iyye ve 
evamir-i ulyaya mugayir bi-gayri hakkm miidahale-i vaki'alarmda mus1rr olduklarmdan 
iltifat olunmayup ve miidde'iyyun-1 mesfurunun takrir ve miidde'alan olan mine'l-kadim 
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(27) ma'-i cari-i mezkur, eyyam-1 iisbu'un cum'a giinii'asnndan yevm-i penc;§enbihin 
'asrma degin 6 giin gecesiyle zikr olunan Endiirliik karyesi ahalisi ve penc;§enbih giinii 
'asrmdan rum'a g血 ii'asrmadegin bir giin gecesiyle 24 s印at
(28) Kiranarct1 karyesi ahalisi bag ve bagc;e ve tarlalanm bi'l-miinavebe saky ede-geldikleri 
1258 tarihinde milm年leyhMehmed Aziz Efendi huzfrrunda karyeteyn-i merkumeteyn 
ahalileri terafu'-i§er'olup, mine'l-kadim, ma'-i cari-i mezkurdan 
(29) ber-minva.1-i me§rilh 6 giin gecesiyle End虹likkaryesi nevbeti oldugu, mezkfrr sudan 
intifa'i olmayan mazbiltu'l-esami mevsilku'I-kelem miisliminin§ehadetleriyle ber-vech-i 
§er'i sabit olmagm, milcebince mudde'iyyfrn-1 mersilmilnun mezkfrr sudan ber-minva.1-i 
(30) muharrer kadim olan nevbetlerine bi-vech-i§er'i miidahale ve ta'arruz etmemek 
泣ere,salifii'z-zikr Kiranard1 karyesi ahalilerine, mum年leyhMehmed Aziz Efendi, 
ba'de't-tenbih ol vechile Kiranard1 ahalisi mu'arazadan men'olduklanm, lede't-tezkiye 
§eh紐etleri
(31) makbul El-ha.cc Mehmed Aga ibn Ahmed Aga ve Kiilahc1-oglu Es-seyyid Osman 
Efendi ibn El-ha.cc Mehmed ve Tatar Agas1-oglu Mehmed Emin ibn Mehmed ve El-ha.cc 
Mehmed Aga ibn Salih Aga§eh紐etleriyleber-nehc-i§er'i ba'de'l-isbat Kiranard1 
karyesi ahalisinden merkumfrn El-ha.cc Omer 
(32) ve Ali Aga ve Seyyid M蝉 'danherbiri miidde'iyyun-1 mersumfrnu da'vふy1mezkur-
larmda tav'an tasdik etmeleriyle, K1ranard1 karyesi ahalisi kendii nevbetlerine kan恥t
etmeyiip, kadime ve i⑬ m-1 miite'addide-i mezkura mugayir kema fi'l-evvel Endiirluk 
(3) karyesi ahalisinin nevbetlerine miidahale eyledikleri inde'§-§er'tebeyyiin ve tahakkuk 
etmegin ala mucibi§ehadetihim End虹likkaryesi ahalilerinin m紅 icari-i mezkurdan 
ber-minva.1-i me§rfrh, kadimi olan 6 giin gecesiyle nevbetlerine bi-vech-i§er'i 
miidahale ve ta'arruz 
(34) etmemek Uzere, mezkur Kiranard1 karyesi ahalisi merkumuna ber-hi.ikm-i s細 K
tenbih oluna. 01 ki v紐11ii'l-haldir,bi'l-iltimas paye-i serir-i a'laya arz ve i'lam olundu. 
Baki emr, hazret-i men lehii'l-emrindir. 
Hurrire fi'l-yevmi's-samin a~r min cum紐e'l-ahiresene erba'a ve sittine ve mi'eteyn 
ve elf. 
el-abdi.i'd-d訊 li'd-devleti'1-aliyyeti'l-Osmaniyye,
Li.itfullah Re~id el-mevla hilafaten bi-medinet 
Kayseriyye 
